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屋良朝博（57）国⺠⺠主党
衆院議員「⽇本の安保政策
は⼈倫に反している」

週間朝⽇ 2020年を造る100⼈の顔の⼀⼈に選ばれた

週間朝日が選抜した政治・経済・スポーツの
各ジャンルで今年注目する人物100の中に選ば
れました。政治分野で15人、次期総理と目され
る石破、岸田の両議員らも。
昨年4月の補欠選挙で玉城デニー知事の衆
院議席継承者として国政へ進出。安倍政権に
なって辺野古の埋め立て工事が強行されるなど、
沖縄の米軍基地問題が解決からますます遠ざ
かっています。
これまで安保問題とされてきたオキナワを米軍
の機能論を根拠に政府の沖縄政策を追求する
新しい攻め口が注目されたと思います。この選抜
された名誉に恥じないよう努力してまいります。

ワシントンと連携・協⼒
地球温暖化、経済分配の不平等、感染症・・
国境を超えた課題に取り組む

1月中旬、立憲国民党の議員2人とともにワシントンを訪問しました。
昨年8月に続き国会議員として2度目の訪米です。米連邦議会の下
院民主党で最大の議員集団「プログレッシブ議員連盟」とタイアップす
る仕組みを構築します。
地球温暖化は待ったなしの問題です。自然災害の自害が大きくな
り、海面上昇で島が水没するなど、国境を超えた全人類の課題です。
世界の一握りの金持ちが全人類の大部分の富を独占し、自国のこと
ばかり優先する政治が世界で蔓延しています。
私たちは日本の国会で立憲・国民の議員を中心に新たな議員連
盟を結成し、米国のみならず諸外国の政治家とつながり、グローバル
な課題に取り組む体制を作り上げる準備を進めています。その呼びか
け人として仕事をさせてもらっています。

基地問題もワシントンへ直結
○辺野古の基地建設に沖縄の住民投票で7割が反対した。
○貴重なサンゴを含む美しい自然が壊される。
○埋め立て完成に12年もかかる。
○それまで普天間の小学校ではシェルターに児童が駆け込む。
○軟弱地盤で建設は難しい。

これを伝えたら、米議会議員は両手を上げて、「オー・マイ・ゴッド」。
民主主義国家ではあり得ない。



衆院本会議 予算委員会で安倍総理に質問
「普天間はすぐに解決できますよ」

2月5日、衆議院予算委員会で質問に立ちました。安倍
晋三首相はじめ全閣僚が出席。普天間飛行場の問題の
解決策を提案しました。残念ながら、総理は答弁を避けま
した。
普天間にいま存在する機能を分析すれば、解決策はあ
ります。しかもすぐにでも普天間の運用を停止し、名護市
辺野古の埋め立ても不要となります。日米同盟もまったく
変わりません。
普天間の機能は3つです。①空中給油機の運用、②緊
急時（戦争など大規模紛争）の来援機の受け入れ、③オ
スプレイ・ヘリコプターの運用。
このうち①はすでに山口県岩国基地へ移転しました。②
は福岡県、宮崎県の航空自衛隊に移す予定で、滑走路
の拡張工事などの計画が進んでいます。残るのは③だけで
す。
この③も中身を細かく見れば、大したことはありません。

普天間に配備されているオスプレイ・ヘリコプターは合計
50機。通常の運用は、パイロットの飛行訓練、地上部隊
との連携訓練です。連携訓練はロープで兵士を吊り下げ
たり、パラシュート降下訓練を行なったり。沖縄に航空機
があって、それを収容する普天間の機能が置かれている
理由は、海兵隊の地上部隊が沖縄に配備されているた
めです。地上部隊との連携訓練に必要なオスプレイ・ヘリ
は2〜4機あれば足ります。予備を入れて、5〜6機で十
分だそうです。
パイロットの飛行訓練なら沖縄でなくてもいいはずです。

1カ所に移す、とアナウンスするとみんは反対します。それ
なら九州、四国、中国地方の空港でローテーションで受
ければ、負担は薄くなります。
たったそれだけのこと。でも日米安保は大事、という本土
の政治家も自分の地元に基地負担が及ぶことを嫌がりま
す。沖縄の基地問題が解決しない原因がそこにあります。

いま、フィリピンがおもしろい
2020年経済成⻑率6.1%予測（世界銀⾏）

ビルの写真はシンガポールとかニューヨーク
とか、深圳など中国の新興地域ではありま
せん。フィリピンの首都マニラにある元空軍
基地の跡地です。摩天楼にきれいな街並
み。まるで先進国のようなたたづまいです。
昨年8月に視察で訪ずれたフィリピンは見
違えるようでした。
私はフィリピンの大学を卒業しました。あ
れから30年・・。
米軍は撤退し、その跡利用計画が強力
に進められています。中国、韓国や欧米か
らも大規模な資本投下が進み、経済を下
支えしています。特に米空軍基地があった
クラーク地区はいま、すさまじい勢いで建築
工事が進み、近い将来、ITを駆使したス
マートタウンが出現するそうです。

1991年、ピナツボ火山の大噴火で火山
灰に覆われたクラーク基地。消失した基
地内の資産価値は60億円でした。返還
跡利用が始まった1993年から現在まで
に形成された資産は3080億円、実に50
倍に膨らんでいます。この数字を見るだ
けでフィリピンでも米軍基地が経済発展
に阻害要因であることは明らかです。
クラーク開発は元米軍基地だけでなく、
周辺地域を含め32万haを一体的に開
発する予定。軽工業地域、スマートタウ
ン、IT産業地域、居住地域、スポーツ・
自然保護地域、ホテルなどレクリエーショ
ン地域などとブロック割りして投資を呼び
込んでいます。総事業の完成年度を
2068年に設定。マニラの副都心となりま
す。
沖縄もこのダイナミズムに乗っかりたい。

マニラにあるフィリピン国防省アギナルド
基地で面談したエスペロン大統領補佐官
（国家安全保障担当）。中国との関係で
安全保障は厳しいのではないですか？、と
聞いたらその回答がすこぶるおもしろいもの
でした。（下写真の中央が補佐官）

飲茶もハンバーグもおいし
いぞぉ。

私たち沖縄も尖閣諸島を含む東シナ海
の緊張を抱えています。フィリピンも南シナ
海の領海争いが中国との間で存在します。
フィリピンの国家安全保障を担っている大
統領補佐官が何を語るか、とても興味深
かったのです。
ところが、肩透かしをくらわされました。
「われわれは戦争できると思うかい」と笑
みをたたえながら答えました。戦争に勝者
はいない、とのメッセージでしょう。その自然
な思考に従うなら、私たちは脅威論をベー
スにした考え方から早く抜け出す必要があ
ります。
補佐官は語りました。「私は飲茶もマクド
ナルドも好きだよ。それでいいじゃないか」。


